
令和３年度 町政懇談会

１．開 会

２．挨拶・説明

３．質疑応答

４．閉 会

開催日 時 間 会 場

11月17日（水）

午後7時～
8時30分

宮崎公民館

11月24日（水）
やくらい

文化センター

11月30日（火） 中新田公民館
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令和３年度町政懇談会テーマ

地方創生の取り組み

行財政改革の取り組み

利用自粛牧草処理・鳥獣被害対策
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教育力向上プロジェクト

ターゲット20
地方創生テレワーク推進事業→地方で働くを「応援」

「ぼのぼの」で街並みに賑わいを

行財政改革集中期間スタート

再編・民営化で幼児教育保育を充実
宮崎中学校・小野田中学校統合
中新田高等学校の魅力化推進



SDGｓ 共生 協働（PPP） 自治

イカノエ戦略

・観光の振興
・農家所得の向上
・エネルギー自給率の向上

協働のまちづくり

・「かみ活」の定期開催
・NPOの育成
（シビックプライドの醸成）

・地域運営組織の設立
・中間支援組織の設置（拠点）

・クリエイターの誘致
・サテライトオフィス誘致
・ワーケーションの推進
・インターンシップの推進
・空き家・空き店舗の活用

・GIGAスクールの推進
・課題解決型学習の推進
・乳幼児教育の充実
・保幼小中高連携強化
・中新田高校魅力化推進

善
意
と
資
源
と
お
金
が
循
環
す
る

里山経済の確立

健幸社会の実現

子ども・子育て
応援社会の実現

総合計画
～笑顔幸福
プラン～

教育力向上プロジェクト

テレワーク推進事業

人
と
自
然
に
優
し
い
町

×

世界農業遺産 アウトドアランド 音楽の町 ユニバーサルタウン

両
輪

持続可能
な財政

加美町まちづくり推進体系

行財政改革集中期間（R３～７年度）

持続可能な社会
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・移住定住の促進



イ ： 移住定住の促進

244 人が移住
H27～R2累計

宅地分譲 + 住宅取得補助金 国立音楽院の誘致

地域おこし協力隊 + 移住セミナー

地方創生の成果
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【出典】総務省統計局住民基本台帳人口移動報告（平成27年・令和元年）

１０未満 １０代 ２０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０以上４０代３０代
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■ H27.10

■ R１.10

20代が改善されていない

地元に戻る！地方で働く！をつくる

地方創生の成果

子育て世帯の転入が大幅アップ
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ターゲット20 ～ 20代の移住・定住を促進 ～

奨学金の返還を支援

上限20万円/年 最長5年間

新婚世帯を応援（引越し費用等）

上限30万円

はじめての就職を応援

10万円（町民限定）

地方で働く
～若者が働く場所をつくる～

地方創生テレワーク推進事業

サテライトオフィス・インターンシップ 等
4

地元に戻る
～若者のU・Iターンをつくる～

移住する
～若者の移住をつくる～

町内から通う
～若者が居続ける～

1

2

3

アパートの家賃を補助

上限5万円（夫婦10万円）/年 最長5年間

地方創生の新たな取り組み -移住・定住促進支援-
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テレワーク推進事業→地方で「働く」を応援

「場所」をつくる
循環型サテライトオフィス

（小野田地区）

古民家アトリエ

（宮崎地区）

「働く」を体験

地方創生インターンシップ

空き家を利活用

地域・企業の課題に

大学生が

アイデアを提案

before after 結果

13社と
進出商談中

11月・2月の自治体

×企業マッチングイ

ベントにも参加予定

内容

商品化の実現

11/2～直営店

11/7～オンライン

数量限定販売

地方創生の新たな取り組み -若者が働く場所をつくる-
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使われなくなった牛舎を サテライトオフィスに
改装中

新たな視点の提案で 商品化の実現・販売へ



①ぼのぼの館の開設
中新田図書館内にいがらしみきお先生の仕事場を再現した

「ぼのぼの館」 を開設します。

中新田図書館の玄関に
設置する看板のデザイン

「 」で街のにぎわいを創出

②ぼのぼので新たな街並み
中新田花楽小路等に「ぼのぼの」のキャラクターベンチ（石製）を

設置。中新田図書館にはベンチのほかキャラクター車止めを設置し
ます。

※イメージ図

地方創生の新たな取り組み
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行財政改革の取り組み

歳入の確保 人件費の削減

補助金の見直し

公共施設管理
コストの削減

事務事業の見直し

重点的
取組事項

１

重点的
取組事項

2

重点的
取組事項

３

重点的
取組事項

4

重点的
取組事項

５

行財政改革集中期間【 R3～R7年度 】

9

持続可能なまち
財政基盤の強化
行政サービスの維持行財政改革の推進



町税等の収納率向上
郵便局窓口、コンビニ納付等の納付方法の拡大や滞納処分の強化を行います。

99.03 99.04 

97.60 
98.00 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

現年徴収率 全体徴収率

99.03％

98.22％

県内トップクラスの
高い徴収率を維持

行財政改革集中期間

行財政改革の取り組み -歳入の確保①-
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ふるさと納税の充実強化

1,624 

3,605 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

9,196万円
２年で

5倍

町と事業者が新たな魅力を創出し
さらなる成長へ

積極的なPR、ポータルサイトの拡充、魅力的な返礼品の開発などを行います。

行財政改革集中期間

行財政改革の取り組み -歳入の確保②-
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行財政改革の取り組み –公共施設管理コストの削減①-

①長寿命化
②統廃合・廃止・転用・譲渡
③民間活力

２５９施設

２２３，０００㎡
（平成29年度末）

維持管理費用の

削減

■ 維持管理経費 延床面積

9.1億円
223,000㎡

5.4億円
133,000㎡

万㎡億円



行財政改革の取り組み –公共施設管理コストの削減②-

●長寿命化

旧上多田川小学校を
音楽技能修得施設へ
（平成30年４月）

旧縄文芸術館を譲渡
（令和3年3月）

母子生活支援センターを
新たな用途へ転用予定

小野田コミュニティセンター
（令和4年3月）

小野田東部体育館
（令和5年3月）

●施設の廃止 ●施設の譲渡

13

●施設の転用

統合に伴う
小野田中学校の改修
（令和４～５年度）



補助金の見直し
『加美町補助金の見直し方針』に基づき、全ての補助金の適正化を進めます。

事務事業の見直し
新たな評価基準・評価手法の設定による事務事業の総点検を実施します。

終期設定（原則３年以内）

R２ R３ R４
自立 継続

廃止 統合期間内の
成果検証

補助金適正化のイメージ

事務事業総点検のイメージ

見直し 見直し

町が担って
いる事業 町でなければ

できない事業

事業の「選択と集中」 見直し(削減)した事業

行政評価制度の見直し

・優先順位付け
・事業規模の適正化 など

削減額4,700万円

行財政改革の取り組み –補助金・事務事業の見直し-
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利用自粛牧草処理の取り組み -農家負担を解消-

町の方針：「すき込み」で利用自粛牧草を農地に還元

15

鹿原地区保管の利用自粛牧草
（400Bq以下）をすき込み処理
処理量：約91ｔ
場所：町営放牧場天ヶ岡採草地

令和3年9月～

安全性を確認後
全地区で

すき込み処理を実施

➡「草地を再生」

令和４年度以降

安全対策・管理

【牧草散布】【ほ場耕起】 【牧草細断】 【すき込み】

すき込み処理の実施内容



鳥獣被害対策の現状 -農作物被害額と捕獲頭数-
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鳥獣による農作物被害額と捕獲頭数の推移

被害額 うちイノシシ被害額 捕獲数(ｲﾉｼｼ) 捕獲数(ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ) 捕獲数(ﾆﾎﾝｻﾙ)

千円 頭



農作物有害鳥獣対策支援事業町独自の支援事業①

• 総額３万円以上の資材の購入費用を限度額の範囲内で助成

• （個人：1/2 団地：3/4 地区：全額）

狩猟免許取得費用補助事業町独自の支援事業②

• 有害鳥獣を捕獲するために必要な狩猟免許取得に要する費用

を助成

• （狩猟免許試験手数料、講習会受講料）

鳥獣被害防止総合対策事業国の支援事業

• 電気柵やワイヤーメッシュ柵の設置による地域ぐるみの被害防
止対策に対して支援

• 令和３年度：１０行政区 令和４年度：１１行政区（予定）

鳥獣被害対策の取組 -鳥獣被害の総合的な対策-

管理が行き届いた圃場に電気
柵を設置し鳥獣の侵入を防止

集落ぐるみでの被害防止対策
（ワイヤーメッシュ柵の設置）
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【被害防止のポイント】

電気柵などを設置しただけでは不十分

定期的な圃場の草刈りや被害防止柵の確認など、日常的な管
理・対策が鳥獣被害の防止に繋がります



出生数・園
児数の減少

限られた財源

・新たな保育ニーズ
・幼児教育の充実

幼児教育・保育の充実

なぜ「再編」「民営化」？
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3歳 4歳 5歳

63

46

4142

54
56

22
20

2322
24

28

35

43

5353
51

54

町立認定こども園（幼稚園部）の園児数の推移

人

おのだひがし園 みやざき園おのだにし園

幼児教育・保育の充実 –年々減少する園児数-
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加美町立幼児教育・保育施設再編検討委員会の検討内容

おのだにし園賀美石幼稚園 中新田保育所

みやざき園

賀美石幼稚園は
今年度廃園予定

おのだ
ひがし園

令和6年度以降
統合予定

令和6年4月より
民営化予定

小野田地区宮崎地区 中新田地区

適正規模(案)・・・1学級が8人以上、全体で24人以上 ( 4人の小グループが2つ以上作れる人数)

適正配置(案)・・・適正規模に満たない場合は休園もしくは近隣園との統合を検討

令和3年4月から休園

幼児教育・保育の充実 –町立幼稚園等の統合・保育所民営化-
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保育士（正職員）はこども園へ配置し、保育・教育をさらに充実
⇒こども園に正職員を増員し、更に充実した保育・教育環境を整えます

21

幼児教育・保育の充実 –民間のノウハウ等を活用-

病児・病後児保育や発達支援保育等を可能に
⇒多様化する生活スタイルや保育ニーズ、保護者の働く環境に対応

会計年度任用職員の雇用確保
①有資格者の雇用

⇒民営化後も中新田保育所で継続して働けるよう
民間事業者へ強く要望します

②無資格者への支援
⇒資格取得についての助成など支援を実施します

令和6年4月

中新田保育所民営化



中学校統合準備委員会 20名
構成：保護者代表，地域代表，卒業生代表 ，教職員代表

1 新しい学校のあり方
2 学校名・校歌・校章・制服・体育着等
3 統合に関する必要な事項

令和3年7月15日設立 第１回委員会開催
・全体ｽｹｼﾞｭｰﾙ等

令和3年10月5日 第2回委員会開催
・校名候補の選定
・校歌・校章の選定方法協議

教育委員会

最終選考（10月11日）

推進本部 11名

1 総括
2 各部会の進捗に関すること、
3 各部会間の連絡調整、意見集約等

構成：小・中学校長，各専門部会長

総務・渉外部会

1 校名・校歌・校章等
2 危機管理マニュアル
3 PTA関係事項 等

構成：教職員，保護者代表

教育課程部会

1 教育課程編成
2 特色ある教育活動
3 ICT教育 等

構成：教職員

生徒指導部会

1 制服・運動着等
2 学校生活のきまり
3 部活動 等

構成：教職員

学校事務部会

1 文書の管理・引継ぎ
2 個人情報の保護
3 備品管理 等

構成：事務職員

説明
総合教育会議町議会

報告

宮崎中学校・小野田中学校の統合-多様な委員で推進-
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10月11日

10月27日



🔷校名について

加美町議会１２月定例会にて加美町立学校の設置に関する条例を改正

🔷校歌について

新しく制作する（作詞・作曲については検討中）

🔷校章について

加美町ホームページや広報により公募予定

🔷制服について

令和３年１２月 準備委員会にて制服メーカーの選定

令和４年１月～ 展示投票するための制服サンプルの作成

〃 ５月 新制服の投票(各公民館を会場予定)

〃 ６月 新制服を決定

宮崎中学校と小野田中学校の統合 -これからの取組①-
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🔷校舎及び周辺施設の改修について

令和３年度 実施設計

令和４年度 校舎棟・管理棟等大規模改修・校内周辺設備改修

令和５年度 視聴覚棟・給食棟等・校内周辺施設改修

宮崎中学校と小野田中学校の統合 -これからの取組②-
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R4年度

R5年度



・世界農業遺産
・酒蔵
・バッハホール
・国立音楽院
・加美町振興公社
・アウトドア施設

外部人材
・プログラマー
・エンジニア
・アーテイスト
・起業家他

地域人材

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

中新田高校
探求型授業

部活の魅力化

中高連携

・寮の管理

・地方創生推進
計画に位置付
・学生寮の整備
・部活動強化の
支援
・中高連携推進
・地域連携推進

・農業法人
・企業人
・音楽家、染色家

地域資源

・外部講師派遣

宮城県：モデル校指定

全国募集

企業版
ふるさと納税

国際交流

加美町

企 業

中新田高校の魅力化推進
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人とまちと文化を育てる多世代交流拠点
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令和4年3月下旬 完成引き渡し

4月中 引っ越し作業期間（備品搬入）

4月下旬 視察・見学対応・予約受付開始

5月上旬 オープンセレモニー 利用開始

12月末 旧公民館解体・駐車場整備完了

新中新田公民館の建設 進捗率52.1%（R3.10.31現在）
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新型コロナウイルス対策 -ワクチン接種の取組-

ワクチン接種状況（11月11日時点）

３回目のワクチン接種体制

５月１０日～ ６５歳以上の集団接種開始（42日間）
７月１０日～ １６歳～６４歳の集団接種開始（25日間）
８月２３日～ １２歳～１５歳、１６歳以上の未接種者の個別接種開始

２回目のワクチン接種を終了した18歳
以上の全ての方が、３回目の接種を受
けられるよう、加美郡医師会と連携して
準備を進めています。
最新情報については、町ホームペー
ジ・広報紙で随時発信していきます。

接種対象
者

１回目
接種者

１回目
接種率

２回目
接種者

２回目
接種率

全体 20,493人 18,959人 92.5％ 18,618人 90.8％

うち16歳以上 19,791人 18,337人 92.6％ 18,047人 91.1％

うち12歳～15歳 702人 622人 88.6％ 571人 81.3％



これからも

皆様が安心して暮らせる

持続可能な町づくりに

全力で取り組んでまいります。
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